
2018 3-42018 3-4

「
主
体
性
等
」を
育
む

入
学
前
教
育
と
は

入
学
前
教
育
に
つ
い
て
は
今
後
、

「
主
体
性
等
」の
育
成
を
高
大
で
つ
な
ぐ

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
状
の
課
題
と
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
、

効
果
を
あ
げ
始
め
て
い
る

大
学
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。

解決のヒント①

特集●eポートフォリオがつなぐ「主体性等」の評価と育成
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学習習慣維持

高校の復習

大学の学習

大学帰属意識形成

意欲喚起の施策作成

学力アッププログラム作成

入学前教育のための組織・体制作り

入学前教育に対する教員の意欲

出身高校との連携

経費の確保

50%

29%

10%

4%

3%

3%

意欲を喚起させたくても、実態は高校の学習の延長   
入学前教育をより充実したものにする
ための最も重要だと考える課題     （H28年度入試）

入学前教育実施の目的
（H28年度入試）  

80%

67%

64%

44%

「主体性等」をどう育てるか？課題2

学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
、入
学
後
の
教
育
に
つ
な
げ
て
い
る
か
？

入
試
改
革
は
入
学
前
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス

　
学
び
へ
の
意
欲
は
、
主
体
的
に
学
び

に
向
か
う
姿
勢
の
土
台
と
な
る
も
の
で

す
。
入
学
前
教
育
は
入
学
者
に
接
し
、

そ
の
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う

よ
い
機
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
実
に

は
半
数
の
大
学
が
、
入
学
者
の
「
意
欲

喚
起
」
が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う

で
す
（
下
表
）。

　
現
状
、
主
流
と
な
っ
て
い
る
入
学
前

教
育
は
、
高
校
の
教
科
学
習
を
補
填
す

る
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
と
、
課
題
図
書

を
読
ん
で
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。し
か
し
、

当
社
の
学
生
調
査
に
よ
る
と
、
課
題
の

意
図
が
彼
ら
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
数
あ
り
ま
す
。
た
だ
「
や
り
な

さ
い
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
学
び
が

大
学
で
ど
う
生
き
る
の
か
、
学
び
へ
の
動

機
付
け
が
必
要
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
等
に

つ
い
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
振
り

返
り
の
機
会
を
設
け
な
い
と
、
入
学
者

の
大
学
に
対
す
る
期
待
度
は
高
ま
ら
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
も
、
教
員
の

負
荷
が
大
き
い
た
め
、
手
が
回
ら
な
い

と
の
声
も
多
く
耳
に
し
ま
す
。

　
高
校
の
先
生
か
ら
は
、
探
究
学
習
や

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
が

進
む
一
方
で
、
そ
れ
ら
が
大
学
の
学
問

に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
生
徒

に
意
識
さ
せ
る
の
は
難
し
い
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。
培
っ
て
き
た
「
主
体
性

等
」
が
大
学
で
ど
う
生
か
せ
る
の
か
、

入
学
前
教
育
を
通
じ
て
そ
の
一
端
を
提

示
で
き
れ
ば
、
高
大
接
続
の
取
り
組
み

と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
入
学
後
の
学
生
支
援
の
観
点
か
ら

も
、
入
学
前
教
育
は
有
効
で
す
。
入
学

前
教
育
の
実
施
結
果
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
個
別
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
き
め

細
か
な
教
育
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
入
学
前
教
育
を
「
導
入
教
育
」
と

し
て
位
置
付
け
、
新
入
生
一
人
ひ
と
り

を
よ
り
多
面
的
に
把
握
し
、
指
導
す
る

体
制
を
確
立
し
て
い
る
大
学
も
あ
り
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
ポ
リ
シ
ー
に
の
っ
と
っ
た
も
の
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
入
学
前
教
育
を
始
め
て
10
年
以
上
た

つ
大
学
も
多
く
あ
り
ま
す
。
入
学
ま
で

の
空
白
期
間
を
埋
め
る「
と
り
あ
え
ず
」

の
措
置
で
は
な
く
、
入
学
者
の
主
体
性

を
育
む
第
一
歩
と
し
、
取
り
組
み
を
見

直
す
大
学
も
出
て
き
ま
し
た
。
P.
24

で
は
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（株）進研アド  改革支援室

石田あすみこ

い
し
だ
あ
す
み
こ
●
㈱
進
研
ア
ド
に
て
入
社
以
来
、大
学
の

高
大
接
続
支
援
に
携
わ
る
。

入学者のデータを収集し
入学後の指導に生かしているか５

組織全体で目的意識の統一が
なされているか4

カリキュラムポリシーに沿った
プログラムになっているか3

学生に結果をフィードバックし
振り返りをさせているか2

入学後の学びに向かう意欲を
育てているか1 単調なドリルをこなすだけの課題では、意欲が上がらないどころか、
大学での学びへの期待が下がることもある。
高校と大学のつながりを実感させ、期待を持って入学できるようなプログラムにしたい。

「解いて終わり」「提出して終わり」では、学生は自身の力を把握することが難しい。
大学側から結果をフィードバックすることで取り組みの成果を実感させ、
できているところ、できていないところを自覚させることが大切だ。

自学の学生を育てる第一歩が入学前教育であると考えれば、
育成したい人材像や、入学後の教育方針や内容と連動したものであるべき。
カリキュラムポリシーを踏まえて、プログラムの内容を検討しよう。

「何を課しているのか担当教員しか知らない」状態では、入学後の教育に生かせない。
入学者に携わる主な教職員が、プログラムの目的、内容、結果を共有し、
役割に応じてそれらを活用できる体制が、教育に一体感をもたらす。

入学前教育は、入学者の学習習慣や姿勢、学力、汎用的スキルなどを知る機会でもある。
課題の提出状況、成績、アンケートの回答などから個々の入学者の傾向を読み取っておけば、
入学後必要に応じて適切な教育や支援を開始できる。

取材・文／児山雄介　撮影／亀井宏昭

＊文部科学省大学入試室調べ

入学前教育見直し

５つの視点
入
学
前
教
育
を
課
す
意
図
が

入
学
者
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

高
校
が
育
て
た「
主
体
性
等
」を

大
学
の
学
び
に
接
続
す
る
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入学前教育を見直し、主体的に学ぶ意欲の向上に取り組む
３大学を紹介する。
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課 題 見直しの観点 BEFORE AFTER 成 果 将来構想

▶恵庭キャンパス
▶学生数／593人

※健康栄養学科のみのデータ

個
々
の
入
学
者
を
知
り

入
学
後
の
教
育
に
生
か
す

受
講
率
を
向
上
さ
せ
た

ト
ッ
プ
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

在
学
生
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

入
学
後
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

　
北
海
道
文
教
大
学
人
間
科
学
部
健
康

栄
養
学
科
は
、
入
学
者
に
添
削
課
題
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
課
し
、
そ
の
結
果
を

デ
ー
タ
と
し
て
取
得
。
入
学
後
の
教
育

に
生
か
す
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
を
学
科
の
教
員
間
で
共
有
し
、

学
力
や
意
欲
か
ら
、
指
導
を
強
化
す
べ

き
学
生
を
特
定
、
学
科
の
教
員
が
協
力

し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
入
学

後
、
早
期
に
手
を
打
ち
、
退
学
者
や
国

家
試
験
不
合
格
者
を
減
ら
そ
う
と
い
う

狙
い
で
す
。

　
今
後
は
、
出
席
率
、
成
績
等
の
入
学

後
の
状
況
や
、
国
家
試
験
の
合
否
な
ど

の
デ
ー
タ
と
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
生
の
傾
向
を
把

握
し
て
教
育
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
教
員
へ
の
＊
調
査
結
果
を
見
る

と
、８
割
以
上
が「
入
学
前
教
育
を
も
っ

と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
大
学
に
望

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
希
望
に
応
え
る
形

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
帝
京
平
成
大
学

が
入
学
者
に
送
付
し
て
い
る
、
入
学
前

教
育
の
受
講
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　
書
き
手
は
学
長
や
学
科
長
。
数
行
の

定
型
文
で
済
ま
せ
る
大
学
が
多
い
中
、

入
学
後
に
ど
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
の
か
、

入
学
前
教
育
は
そ
の
学
び
に
ど
の
よ
う

に
役
立
つ
の
か
、
入
学
を
ど
れ
だ
け
待

ち
わ
び
て
い
る
か
な
ど
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
講
が
必
須
で
あ
る
一
部
の
入
試
方

式
の
合
格
者
の
ほ
か
は
、
希
望
者
の
み

が
受
講
す
る
形
式
で
す
が
、
２
０
１
４

年
に
こ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
か
ら

受
講
率
が
上
昇
し
、
現
在
も
改
善
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部
は
、
以
前

か
ら
採
り
入
れ
て
い
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
、
受
動
的
な
講
義
形
式
か
ら
、
参
加

型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
変
え
ま
し

た
。
在
学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

務
め
る
こ
と
に
よ
り
、
協
働
的
な
学
び

方
や
将
来
像
を
伝
え
、
知
的
好
奇
心
を

喚
起
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
だ
け
の
取
り
組
み
だ

と
、
そ
の
時
は
合
格
者
の
意
欲
が
高

ま
っ
て
も
、
効
果
が
長
続
き
し
に
く
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
同
学
部

で
は
、
添
削
課
題
と
そ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
通
じ
て
、
入
学
後
の
学
び
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
。さ
ら
に
、

入
学
後
に
個
人
面
談
を
実
施
し
て
フ
ォ

ロ
ー
に
連
続
性
を
持
た
せ
、
高
い
意
欲

を
保
っ
た
ま
ま
初
年
次
の
学
び
へ
と
向

か
わ
せ
て
い
ま
す
。

主体的に学ぶ意欲を喚起する 入学前教育見直し事例

●内容理解や復習などに、学生が
主体的に取り組めるようにする

●学力下位層の基礎学力を底上げ
する

●入学者の学力、学習スキル、意欲
等の把握

●データを教員間で共有し、入学後
の教育に活用する

●入学者間の学力差が大きく、学力
下位層は入学後の学習意欲が低
くなりがち。効果的な対策を打てて
いない

●課題を一方的に出すのみで、意
義の説明や添削などのフォローが
できていない

●担当教員以外に課題の内容、結
果が共有されていない

●入学前教育にどのような効果があ
るのか検証できていない

推薦・ＡＯ入試による
入学者（全員）

一般入試を含む
全入学者

復習できる添削課題

入学時に担当した教員が、
持ち上がりで４年次まで
学生支援を担当（検討中）

対象者

実施内容

実施体制

課題図書を指定し、
レポート等を提出

教員が毎年
持ち回りで担当

●入学前教育の受講結果から指導
を強化すべき学生を見つけ、上級
生が指導するしくみを構築する

●受講結果から国家試験の成否に
至るまで、追跡調査を実施。データ
を活用した教育改善を進める

●ただ課題を解くだけでなく、テキスト
による「内容理解」、添削結果を参
照した「復習」が可能に

●入学前に学力が把握できるように
なったため、入学後に行っていた基
礎学力テストが不要になった

●データを指導に生かせる点に大学
が理解を示し、学科予算ではなく大
学予算がつくことに

●教員がデータの重要性を再認識
し、ＩＲの充実につながった

「主体性等」をどう育てるか？課題2

▶５学部19学科
▶池袋、中野、千葉、ちはら台
　各キャンパス
▶学生数／10298人

●教材受講率の向上
●受講者のレベル、入学後の学び

に合った教材を提供し、大学生活
に対するモチベーションを高める

●受講の意義を入学者に伝える
●ワーキンググループが複数業者の

教材を調査して各学科に情報を
提供、教育改善に役立つ教材を
選択させる

●受講率が低下
●入試対策の延長線上にある内容

で、入学後の学びとの関連が薄い
●入学前教育の意義を受講生に説

明できていない
●前年度の内容を踏襲するルーチ

ンワークとなっており、ＰＤＣＡサイ
クルを回す意識が不足がち

2018年度からは
一般入試入学者へも
拡大

学科の専門性に関連した
添削課題を学長や学科長
からの入学前教育の意義
を説くメッセージ付きで送付

運用を外部業者と
協働で行う

対象者

実施内容

実施体制

映像教材

運用を外部業者に
アウトソーシング

●入学前教育の受講結果と、入学
後のアンケート調査を照らし合わせ
て成果を検証、より効果的な実施
対象・方法を検討する

●受講率が約20％上昇（見直し前と
比較した2016年度の受講率）

●受講者の提出状況、学習スキル、
意欲など詳細なデータが取得でき
るように

●各学科の入学前教育に対する意
識が高まり、添削課題に加えて独
自の学習資料等を提供するように
なった

▶福岡キャンパス
▶学生数／1653人

※産業理工学部のみのデータ

●基礎学力だけでなく、大学の学び
に対するモチベーションを高める

●添削課題の提出率の向上
●教員負荷の軽減
●個別指導に生かせるさまざまな

データの取得

●推薦・ＡＯ入試入学者の、学びに
対する主体性が弱い

●スクーリングは一方的な講義なの
で、主体性を育むための働きかけ
が弱い

●添削課題の提出率が低い
●作問や添削は教員の負担が大

きい
●添削課題の内容は学科ごとに異

なるため、結果データを比較でき
ない

推薦・ＡＯ入試入学者
（全員）

同じ

・スクーリングに、課題解決型
 のグループワークを導入
・全国の大学とデータの比較
 可能な添削課題に統一

・スクーリングのファシリテー
 ターとして在学生を起用
・添削課題の運用を外部
 業者がサポート

対象者

実施内容

実施体制

・スクーリング
 （教員による講義）
・独自の添削課題
（学科別）

全て教員が行う

●入学前教育の受講結果から成績
データ、学生生活情報まで各デー
タを連結し、連続した個別指導を
具体化していく

●スクーリング時、参加者（入学者、
在校生）の姿勢が前向きに

●添削課題の取り組み姿勢や成績
が学科間で比較可能に

●添削課題の提出率の向上
●教員負荷の軽減

・ＡＯ特別入試による
 入学者（全員）
・他のＡＯ入試と推薦入試に
 よる入学者（受講希望者）

＊ベネッセ教育総合研究所「高大接続に関する調査」2013年

人間科学部
健康栄養学科

帝京平成大学

産業理工学部

北海道文教大学

近畿大学


